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　平成24年の新春を迎えるにあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

　昨年、東日本大震災の犠牲になられた方々に謹んで哀悼の意

を表すとともに、被災された地域の一日も早い復旧・復興をお祈

り申し上げます。

　私が（社）全日本ゴルフ練習場連盟の会長として就任しまして1

年が過ぎようとしております。年 、々縮小傾向が続くゴルフ業界に

対して、ゴルフの入り口となるゴルフ練習場の団体として、今後も

ゴルファー増加、拡大により一層努めてまいりたいと思います。

　また昨年の大震災を通して、非会員のゴルフ練習場への情報

提供の重要性を改めて痛感致しました。ゴルフ練習場の団体とし

て非会員の練習場にも会報誌を届けることにより、各ブロックの

活動報告をはじめ、交流の活性化を促すべきだと考えております。

　また、今年の方針と致しましては、ゴルフ業界の拡大とゴル

ファーの更なる増加のために他団体との連携を密にし、Jr.ゴル

ファーの育成や研修会の充実化に努めていく所存です。

　これからもゴルフを愛する皆様の力を軸に、ゴルフを通じて豊

かな国民生活の実現と我が国の経済の発展に寄与してまいりた

いと思います。

　本年も会員の皆様をはじめ、関係各位のご支援・ご協力のほど、

何卒宜しくお願い申し上げます。

社団法人
全日本ゴルフ練習場連盟
会長　石井 信成

会
長
挨
拶

ゴルフ練習場の経営効率がアップする最新 IC カードシステム取扱会社の紹介

新しいゴルフ練習場設備機器のカタチ

愛知県尾張旭市東本地ヶ原町 4-119

http://www.onit.co.jp
TEL：0561-54-9971

株式会社 オニット

信頼と実績の設備機器トータルサポートカンパニー

東京都新宿区下落合 2-14-1

http://www.ncad.co.jp
TEL：03-3232-4111

日本シー・エー・ディー株式会社

経営コストを削減する非接触 IC カードを提案

東京都港区芝大門 2-7-6　大衛ビル

http://www.kiwasangyo.co.jp
TEL：03-3432-1636

喜和産業 株式会社

オートセッターのパイオニア

京都府城陽市寺田新池 105-1

http://www.ikemoto-shatai.co.jp
TEL：0774-54-1010

池本車体工業 株式会社

ジャパンゴルフフェアJGRA ブース出展ジャパンゴルフフェア JGRA ブース出展
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特
集 JAPAN GOLF FAIR 2012

　アジア最大級の総合コンベション「ジャパンゴルフフェア」が平成 24年 2 月17日（金）18日（土）
19日（日）に東京ビックサイトで開催されます。
　JGRAでは会場内に「ゴルフ練習場関連コーナー」を開設し、様々な魅力ある企画を用意しゴルフ
練習場の「今」を皆様にお届け致します。当日は最新の機材や商品を取り揃え、ビジネス目的の方、
レジャー目的の方にも楽しめる内容になっております。また来場者参加型のイベントをはじめ、豪華賞
品が当たるイベントも開催する予定です。是非この機会に、ゴルフ練習場の全てを体感してみませんか。
皆様のご来場を心よりお待ち申し上げます。

　現在、多くの練習場では消費税を内税として
おり、現在のシステムでは消費税を徴収できな
い（消費税が現在の 5%から 8％になった場合
は納税額が現在の1.5 倍以上になり、10％なら
2倍になります）。

　そこで今後の対策としてJGRAでは、ICカー
ド（課金システム）を今回のジャパンゴルフフェ
アの「JGRAゴルフ練習場関連コーナー」で皆
様にご紹介したいと考えております。国会で検
討されている消費税の増税を前に ICカードの
準備をしておけば、お客様から消費税を頂き易
くなり、練習場の収益アップに繋がります。

　現在の練習場業界の代金の徴収方法は、お
おむね以下のようになっています。

① ベンダー機に直接現金を投入（内税）

② プリペイドカード、リライトカードを
　 ベンダー機に投入（内税と外税）

③ 現金による徴収（内税と外税）

全国のゴルフ練習場経営者の皆様へＪＧＲＡからの提案

消費税アップは追い風？練習場業界には
1. 現在（消費税 5％）　　　　　　　　  　
売上	 100	 内訳	 売上 95	 消費税 5

2. 消費税を頂く（消費税を10％と仮定）　   
売上	 110	 内訳	 売上 100	 消費税 10

3. 消費税内税（消費税を10％と仮定）　 　 
売上	 100	 内訳	 売上 90	 消費税 10

　2と3の違いは年間売上が 10％アップする事
と同じです。誰にもメリットの無い値下げ合戦を
脱却し、外税により適正な利益を追求し、その
利益を設備投資等でお客様に還元し喜んで頂く
ウインウインの関係に戻るにはＩＣカード導入が
最後のチャンスではないでしょうか。統計により
ますと、現在の全国平均のボール打数は約135
球です。ＩＣカードはおつりの必要が有りませ
んので、135 球前後の値段設定も自由に出来ま
す。ジャパンゴルフフェアの「ＪＧＲＡゴルフ練
習場関連コーナー」にはＩＣカードで実績の有
る喜和産業（株）、（株）オニット、日本シー・エー・
ディー（株）、池本車体工業（株）が出展されま
す。売上アップと消費税問題を一挙に解決でき
るＩＣカードを是非この機会にご視察ください。

～第 46 回ジャパンゴルフフェア 2012 ～

＜ ゴルフ練習場関係者の皆様へ ＞

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

JGRA NEWS4



特
集

名　　称	：	ジャパンゴルフフェア2012 内
	 	「JGRAゴルフ練習場関連コーナー」
主　　催	：	社団法人全日本ゴルフ練習場連盟
会　　期	：	平成24年2月17日（金）・18日（土）・19日（日）
開場時間	：	10：00〜18：00（最終日のみ17：00まで）
会　　場	：	東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）
	 	 西 1･2ホール（17,760㎡）
入 場 料	：	無料
動員目標	：	50,000人

（株）オニット
ONIT CO.,LTD

〒488-0033 愛知県尾張旭市東本地ヶ原町 4-119
TEL 0561-54-9971  E-mail ken-hashimoto@onit.co.jp

IC カードシステム、アルミ製コンベア、ゴルフボー
ル洗滌機、オートティーアップシステム、ボール貸
出機、ゴルフ練習場設備機器全般。

新しいゴルフ練習場設備機器のカタチ。
http://www.onit.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
１

IC カード 喜和産業（株）
KIWASANGYO CO.,LTD.

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-7-6 大衛ビル
TEL 03-3432-1636  E-mail golfsystem@kiwasangyo.co.jp

非接触 IC カード＆キャッシュベンダー、IC カード
POS 精算システム、キャッシュベンダー遠隔管理
システム、オートティーアップ機（イーセッター）

ゴルフ練習場の総合プランナー、運営コスト
を削減する非接触 IC カードシステムを提案

http://www.kiwasangyo.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
１

（株）中央商会
CHU-O SHOKAI CORPORATION

〒125-0041 東京都葛飾区東金町 5-1-4
TEL 03-3600-9144  E-mail nakano@chu-o.co.jp

超薄型ゴルフ練習場向け 水銀灯代替用 LED 投光
器「InfiNite」（インフィナイト）

超薄い、軽い！無限大の可能性を秘めた次世
代の LED 投光器を体感してください！

URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
３

コスモ・イーシー（株）
COSMO-EC CO.,LTD

〒104-0061 東京都中央区銀座 1-18-2 太平ビル 8 階
TEL 03-3562-7055  E-mail ginza@cosmo-ec.co.jp

グループ 9 コースのパンフレット及び優待券プレゼ
ント、花葉カントリークラブの視察プレーご案内

千葉県成田市に開場する花葉カントリークラ
ブにご期待下さい。

http://www.cosmo-ec.co.jp/sports/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
４

エスプリ・ゴルフ・トラベル
ESPRIT GOLF TRAVEL

〒107-0052 東京都港区赤坂 4-9-19 赤坂 T.O. ビル 2Ｆ
TEL 03-6300-0313  E-mail info@espritgolf.net

済州島、マレーシア、ペブルビーチ、セントアンド
リュース、国内名門コースツアーなど。

世界中の名門コースや、人気のゴルフ旅行の
数々。今年の旬の情報を発信！

http://www.espritgolf.net/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
２

創機工業（株）
SOUKI KOUGYOU CO.,LTD

〒 252-0002 神奈川県座間市小松原 1-45-29
TEL 046-253-0324  E-mail souki@tbm.t-com.ne.jp

ボール排除装置「クリーンダ－」は地上設置型、集
球具「曲板レーキ」は、人工芝と天然芝に対応可。

練習場用ボール排除装置のパイオニア製品
「クリーンダー」。集球具「曲板レーキ」

http://www2.tbb.t-com.ne.jp/soukiURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
６

日本ナレッジ（株）
Nihon Knowledge Corporation,LTD

〒111-0042 東京都台東区寿 3-19-5 JS ビル 9 Ｆ
TEL 03-3845-4781  E-mail okuma@know-net.co.jp

動作解析ソフト「MVP2000」

簡単操作で動画取り込みが出来 Web で動画
が見れます。復習効果が期待出来ます。

http://www.know-net.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
５

アイリスソーコー（株）

〒981-1596 宮城県角田市小坂上小坂1番 角田 I.T.P4F
TEL 0224-88-3501

打席人工芝マット、備品等（ゴルフ練習場用品）

http://www.irissoko.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
７

（株）セガ
SEGA CORPORATION

〒144-8531 東京都大田区羽田 1-2-12
TEL 03-5736-7654  E-mail reccheckgolf@sega.co.jp

Let's Go Golf， REC CHECK GOLF， 飛ばしヤー
ド

練習場業界大注目！セガが開発したゴルフ上
達の３種の神器！試打もできます！

http://golf.sega.jp/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
８

ブリヂストンゴルフアカデミー本部
BRIDGESTONE GOLF ACADEMY

〒140-0013 東京都品川区南大井 6-22-7
TEL 03-5763-2566  E-mail katsura_kishimoto@bs-sports.co.jp

ゴルフスクール生募集、ゴルフインストラクター募集
ゴルフスクールのフランチャイズ展開施設募集

全国 106 施設で展開！現在、会員数 2 万人
突破！ 年間延べ 75 万人が受講！！

http://www.bs-golf.com/challenge/school/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
10

サイパンラオラオベイゴルフリゾ－ト 東京案内所
SAIPAN LAOLAOBAY GOLF RESORT TOKYO OFFICE

〒108-0074 東京都港区高輪 4-24-51 ナミックス品川ビル 4 階
TEL 0120-45-7723  E-mail m-fuji@panorama.co.jp

イ－ストコ－ス、ウエストコ－ス、ゴルフ場オリジナ
ルグッズ

連続海越えのイ－ストコ－ス、戦略的なウエス
トコ－スを是非ご体感下さい。

http://www.laolaobay.jp/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
９

（株）オンワードライフデザインネットワーク
ONWARD LIFEDESIGN NETWORK.CO.,LTD.

〒103-8239 東京都中央区日本橋 3-10-5
TEL 03-3272-2705  E-mail onward-travel@oln.co.jp

グアム・ゴルフパッケージツアー企画販売。
海外国内の団体旅行、研修・視察旅行の取扱い。

グアム島にあるオンワードビーチリゾート、オンワードマンギラオ
ゴルフクラブ、オンワードタロフォフォゴルフクラブの３施設を利
用したパッケージツアーや団体旅行を企画販売いたしております。

http://www.oln.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
11

プレジデントリゾート軽井沢
presidentresort karuizawa

〒 377-1412 群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢 2032-16
TEL 0279-84-7111  E-mail webpost@presidentresort.jp

ゴルフ場（プレジデントカントリー倶楽部軽井沢）・
ホテル・スキー場

浅間山の麓、高原エリアに佇む複合リゾート
「プレジデントリゾート軽井沢」の紹介

http://www.presidentresort.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
13

東京ゴルフ専門学校
Tokyo Golf College

〒168-0072 東京都杉並区高井戸東 3-27-11
TEL 03-3247-3636  E-mail officetgc@tgc.ac.jp

ツアープロ、ティーチングプロ、ジュニア育成指導者、ゴルフ
場・練習場勤務、グリーンキーパー、用品用具販売員、クラ
フトマンなど、多様な進路希望に対応した指導をしています。

次世代のゴルフ業界を担う人材を育成する学
校です

http://www.tgc.ac.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
12

日本シー・エー・ディー（株）
NIPPON C-A-D Co.,Ltd.

〒161-0033 東京都新宿区下落合 2-14-1
TEL 03-3232-4111  E-mail golfdiv@ncad.co.jp

SUPER SHOT シリーズ　全自動、半自動、ティー
アップ装置

チェイン式横コンベアを動作させて展示しま
す

http://www.ncad.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
14

ケーディースポーツ（株）
KD Sports Co.Ltd

〒164-0012 東京都中野区本町 6-25-3
TEL 03-3382-4441  E-mail info@kdsports.co.jp

KD タワーシステムをはじめゴルフ練習場の総合設
計・施工等、各種ネット＆用品類、営業管理システ
ム、人工芝、全ての練習場関連用品・備品

ゴルフ練習場の「設計・施工・リニュアル・メ
ンテナンス」信頼と実績で御提案致します

http://www.kdsports.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
16

日本製麻（株）
The Nihon Seima Co.,Ltd

〒103-0024 東京都中央区日本橋小舟町 3-4 第一ナカビル
TEL 03-3661-8061  E-mail abe-nitima@luck.ocn.ne.jp

ニチマゴルフマット、打席家具、人工芝全般

ゴルフ練習場むけ備品全般、人工芝、カー
ペット

http://www.nihonseima.co.jp/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
15

第一ゴルフ工事（株）
DAI-ICHI GOLF KOJI CO.,LTD

〒158-0081 東京都世田谷区深沢 7-18-23
TEL 03-3702-3136  E-mail yoneyama@d-g-k.com

防球ネット工事、打席工事、ボール集配給システム、
人工芝、鉄塔塗装工事、照明工事

＊最新鋭の照明設備　＊防球ネット工事
http://www.d-g-k.comURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
16

社団法人 全日本ゴルフ練習場連盟 関東支部
JAPAN GOLFRANGE ASSOCIATION KANTO DIVISION

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 6-2-6 原宿あかねビル 2F
TEL 03-3406-4305  E-mail info@jgra-k.com

ゴルフ練習場に有益な情報また設備機器をご紹介
しております。

全日本ゴルフ練習場連盟関東支部の情報ブー
スです。

http://www.jgra-k.com/URL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
17

池本車体工業（株）
IKEMOTO SHATAI KOGYO:Ltd

〒 610-0121 京都府城陽市寺田新池 105-1
TEL 0774-54-1010  E-mail sales@ikemoto-shatai.co.jp

オートセッター及びゴルフ練習場用品全般

オートセッターのパイオニア。ゴルフ練習場
のご相談なら池本車体工業へ

http://www.ikemoto-shatai.co.jpURL

主 な
取 扱い
品 目

Ｒ
16

ゴルフ練習場関連コーナー　出展会社一覧
IC カード

IC カード

IC カード
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JGRA 主催　開催イベントの紹介

ゴルフ関連団体主催　開催イベントの紹介
■ゴルフ用品セミナー　「オリンピックマーケティングの概要と注意点」
概　　要	:	2016 年リオ・デ・ジャネイロにて開催される第 32 回オリンピック競技大会では、ゴルフ競技が 106 年振りに実施されます。世界最大のスポー

ツの祭典であるオリンピックの基本概要や特有のマーケティングの概要と注意点等の話を伺います。他、質疑応答の時間も設けます。
日　　時	:	平成 24 年 2月17日（金） 13:00 〜 14:30
会　　場	:	東京ビッグサイト 会議棟 6F 605 会議室
主　　催	:	（社）日本ゴルフ用品協会　講習会委員会
講　　師	:	細倉 浩司 氏（公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC） マーケティング部）
募集定員	:	100 名
参 加 費 :	会員無料　非会員 1名 1,000 円
申込期日	:	2月10日（金）（但し、定員になり次第締切といたします )
【この件に関するお問合せ先】（社）日本ゴルフ用品協会 事務局 /田沼・中村　Tel:03-3832-8589　e-mail:info@jgga.or.jp

■ R&A 用具規則フォーラム
ゴルフゲームにおける用具規則の意義
R&A/USGA規則制定過程
R&A用具審査の仕組み
現在関心のある分野（球、ロフト角、中尺・ロングパターなど）
「クラブと球についての規則ガイド」の改訂版について　　（※上記内容は変更されることがあります）
日　　時	:	平成 24 年 2月18日（土）13:00 〜 14:30
会　　場	:	東京ビッグサイト 会議棟内 6F 605 会議室
講　　師	:	キース・ホジキンソン（エキップメントスタンダード- 委員長）Mr. Keith Hodgkinson（Chairman, Equipment Standards）
	 	スティーブ・オットー（研究・試験ディレクター）Dr. Steve Otto（Director-Research and Testing）
	 	クレア・ベイツ（エキップメントスタンダード-アシスタントディレクター）Mrs. Claire Bates（Assistant Director-Equipment Standards）
募集定員	:	100 名
受講対象	:	ゴルフ用具製造・卸・小売関係者・マスコミ関係者
参 加 費 :	会員 無料　非会員 1名 2,000 円
申込期日	:	2月10日（金） （但し、定員になり次第締切といたします）
【この件に関するお問合せ先】（社）日本ゴルフ用品協会 事務局 / 田沼・中村　Tel:03-3832-8589　e-mail:info@jgga.or.jp

■ゴルフ市場活性化委員会主催　ゴルフ市場活性化セミナー　彼と彼女がゴルフに夢中になった理由（わけ）
日　　時	:	平成 24 年 2月17日（金） 13:30 〜 15:20
場　　所	:	東京ビッグサイト 会議棟 6F 607・608 会議室
主　　催	:	ゴルフ市場活性化委員会構成 5団体
構成団体	:	社団法人日本ゴルフ用品協会、社団法人日本ゴルフ場事業協会、公益社団法人日本パブリックゴルフ協会、社団法人全日本ゴルフ練習場連盟財団法人、財団法人日本ゴルフ協会
後　　援	:	経済産業省
受 講 料	:	関連 5 団体会員 3,000 円（JGA、JGGA、JGRA、NGK、PGS）非会員 4,000 円
募集定員	:	200 名
<内容 >具体的内容については、活性化委員会ホームページ、構成団体各ホームページにてお知らせします。
【この件に関するお問合せ先】構成各団体事務局まで。

■ 2012 JGRAゴルフ練習場ビジネスセミナー　「20 代・30 代の顧客を増やそう!」
概　　要	:	業界関係者による基調講演やJGRA活動報告の発表など情報交換を目的としたセミナー
内　　容	:	①基調講演　「20 代・30 代の顧客を増やそう!」　マーケティングライター　代表取締役　牛窪恵
	 	②ゴルフ練習場の成功事例や新たな取組みについての報告及び意見交換会
日　　時	:	平成 24 年 2月17日（金）　15:30 〜 17:00
会　　場	:	東京ビッグサイト　会議棟 6F　605 号室
主　　催	:	（社）全日本ゴルフ練習場連盟　ゴルフ練習場経営研究委員会、事業推進委員会
募集定員	:	100 名
参 加 費	:	①会員　2,500 円　 ②非会員　3,500 円

■第 20 回「ジュニアゴルファー検定員認定講習会」並びに「ジュニアゴルファー検定事業者認定会」
概　　要	:	ジュニアゴルファー検定員・ジュニアゴルファー検定事業者を認定する為の講習会
日　　時	:	平成 24 年 2月18日（土）10:00 〜 12:00
会　　場	:	東京ビッグサイト　会議棟 7F　701号室
募集定員	:	30 名
参 加 費	:	① 10,000 円　検定員認定希望者　② 3,000 円　準検定員認定希望者　③ 20,000 円　検定事業者認定希望者

■ JGRAチャリティパター大会
概　　要	:	パターを3回行い、豪華賞品を当てましょう!!　参加賞全員贈呈 !!
日　　時	:	（第 1回）平成 24 年 2月18日（土）14 時〜15 時　　（第 2回）平成 24 年 2月19日（日）14 時〜15 時
会　　場	:	東京ビッグサイト「ゴルフ練習場関連コーナー」JGRAブース前
募集定員	:	30 名
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委員会活動報告

❶新公益法人制度改革への対応
　平成 20 年 12 月に公益法人制度改革関連三法が全面施行され、新公益法人制度がスタートしました。JGRAでは
組織の運営状況や今後の事業計画、公益・一般法人移行のメリット・デメリットを研究し、会計制度の見直しや組織
整備等を行い、平成 25 年11月末までの移行申請手続に向けて準備をしております。

❶会員の入会活動
　東日本大震災の影響により東北・関東地区の一部で被災した練習場が退会
することとなりました。しかしスクール事業を中心としたインドアゴルフ練習場
の入会などもあり、前年度並みに会員数を維持することができました。また賛
助会員では JGRAの主旨目的に賛同し、ゴルフ練習場業界の発展に協力する
会社が新たに 2 社入会しました。

❷「暴力団排除」のポスターを作成
　「暴力団排除で地域の未来をかえよう」をスローガンにゴル
フ練習場が楽しく安全にプレーができ、子供から老人までが
集まれる環境を維持する事を目的に作成しました。JGRAで
はゴルフ練習場が安心な町づくりに協力していることをこれか
らも発信します。

❸全国ゴルフ練習場へのアンケートを実施
　会員ゴルフ練習場における「景況」「JGRAへの要望」の
調査を目的にアンケートを実施します。この結果をもとに施設
の現状確認・ニーズを把握し、今後の課題改善に役立ててま
いりますので是非ご協力ください。右記グラフは 2011年に実
施しましたアンケート結果です。※詳細を希望の方は事務局ま
でご連絡ください。

❷本部、支部間の連携活動
　支部主催のイベント活動をサポートし、告知や後援活動を積極的に行いました。
　・復興チャリティーゴルフ大会（東北支部主催）
　・東北応援ゴルフツアー（関東支部後援）
　・ジュニアゴルファー検定会・講習会（関東支部・関西支部主催）

❸他団体との連携強化
　・ゴルフ20 団体による被災地復興プログラム「グリーン・ティー・チャリティー」に協力するとともに、ゴルフ新年

会の開催に向けてサポートを致します。
　・ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）と連携し、東日本大震災がゴルフ産業に与えた経済的影響を調査することを目
的にゴルフ練習場及びゴルフコースの入場者数を毎月確認し、GMACのホームページに掲載しております。（http://
www.gmao.jp/）※現在モニターを募集しております。協力して頂ける方は事務局までお問い合わせください。

　・2月にゴルフフェア会期中にGMACとの共催による「ゴルフ市場活性化セミナー」を開催します。

総務部（部長　古賀 正隆）

渉外・広報部（部長　北野 友之）

調査研究安全基準委員会（委員長　古賀 正隆）

Ⅰ 組織強化委員会 （委員長　横山 雅也）

入会賛助会員（五十音順）

有限会社東景
株式会社WOWOW

入会正会員（五十音順）

紅花ゴルフスタジオ日本橋（関東支部）
四谷ゴルフ倶楽部（関東支部）
八事ゴルフスタジオ（中部地区）

2011社団法人全日本ゴルフ練習場連盟（JGRA）アンケート
～JGRAに求めること～

ゴルフ活性化イベント
21%

情報交換
12％

ジュニア事業関連10%

成功事例紹介 9%従業員研修 7%

親睦会 5%

社会貢献活動 5%

支配人研修 5%

その他 26%
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Ⅲ 広報委員会 （委員長　北岡 利昭）

　平成 24 年 2月17日（金）東京ビックサイトにて「2012 JGRAゴル
フ練習場ビジネスセミナー」を開催致します。当セミナーでは育成・経
営の分野で活躍されている方の基調講演をはじめ、JGRAによるゴル
フ練習場経営の成功事例や新たな取り組みの報告、参加者との意見
交換会をメインに実施を致します。
　今回の講師には牛窪恵氏（マーケティングライター）をお迎えし「20
代・30 代の顧客を増やそう！」をテーマにゴルフ練習場における現状
の課題や今後の展望について語って頂きます。練習場関係者だけで
はなく、ゴルフ場やスクール運営者、インストラクターなど多くの参加
者のご来場をお待ちしております。

2012 JGRAゴルフ練習場ビジネスセミナー
日    時：平成 24 年 2月17日（金）　15：30 ～ 17：00
会    場：東京ビッグサイト会議棟内 605 会議室　東京都江東区有明 3-21-1
主    催：（社）全日本ゴルフ練習場連盟　ゴルフ練習場経営研究委員会

Ⅱ ゴルフ練習場経営研究委員会 （委員長　加藤 賢治）

❶会報誌の作成
　JGRAの認知拡大と会員の皆様への情報発信を目的に「JGRA　NEWS」を発行致しました。（年 2 回作成：平成
23 年 8月、平成 24 年 2月）

❷事務局便りの発刊
　会員の皆様への情報発信としてゴルフ練習場・ゴルフ場の売上げや来場数など毎月のデータを算出作成し、発行し
ております。（年12 回発行）

❸ホームページの運用
　毎月、事業内容の案内・結果報告を中心に会員の皆様とのコミュニケーションツールとして運用をしております。今
年度は JGRAの事業活動をより詳しく発信するために「ジュニアゴルファー検定会」の特設サイトを作成しました。
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Ⅳ 社会貢献活動委員会 （委員長　川﨑 益彦）

募金活動の実施
　東日本大震災の被災地復興支援活動の一環として「JGRA 東日本大震災募金」「JGRA 東日本大震災支援金募金」
を開始し、多数の方々より募金を頂きました。この場を借りて募金をして頂いた皆様に御礼申し上げます。
　現在でも被災地のゴルフ練習場では、施設を維持管理するために日夜復旧作業をしております。JGRAでは引き
続き募金活動を行い、今後はチャリティーイベントや情報交換会の開催など支援活動を広げてまいります。皆様に
はこれからも継続的な支援活動をお願いすると共に被災者の方々への救援が一刻も早く行われ、一日も早く、復旧
する事をお祈り申し上げます。

JGRA 東日本大震災募金

募金総額

6,182,107円

　募金の「2,000,000 円」は、東北支部を通じて被災地復興
の資金として活用させて頂きました。また「4,182,107 円」は日
本赤十字社へ振り込み致しました。
※当募金は終了致しました。

JGRA 東日本大震災支援金募金

募金総額 （平成23年12月31日現在）

213,995 円

　お預かり致しました募金は支部を通じて被災地復興のための
活動資金として大事に活用させて頂きます。

銀行振込：
三菱東京UFJ 銀行　原宿支店　普通預金口座　0046290
社団法人　全日本ゴルフ練習場連盟　支援金口

お問合せ先：
（社）全日本ゴルフ練習場連盟　
TEL：03-3486-0753　　FAX：03-3486-0756
mail：jgra@gol.com

（平成23年9 月30 日現在）
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Ⅴ ジュニアゴルファー育成委員会 （委員長　横山 雅也）

■ジュニアゴルファー検定制度

❶ジュニアゴルファー検定会
　今期は関西地区での検定会
開催も実施され、本格的に全国
規模での普及拡大が推進される
一年となりました。平成 23 年 9
月 30日付けでの集計では、ペー
パーテスト取得者は 937名、実
技級取得者は1217名（図 A、B 
参照）となり目標であった1000
名を突破する結果となりました。
今後は広報部門を強化し、各地
域で開催される検定会の告知活動に協力していく予定です。プログラムの導入や実施を希望される事業所の皆様を募
集しております。資料請求や質問については事務局までお問い合わせください。

図A　ペーパーテスト級取得者数（平成23年9月30日） 図 B　実技級取得者数（平成 23 年 9月30日）
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ブリヂストンオープンゴルフトーナメント2011会場にて Hitachi 3Tours Championship 2011会場にて

ご支援頂いた皆様 五十音順

【ゴルフ練習場】
アーリーバードゴルフクラブ
朝日ゴルフセンター
旭ゴルフガーデン
有田ゴルフガ―デン
イトーゴルフガーデン
インドアゴルフサミー
ウエストサイドゴルフ
王子ゴルフガーデン札幌
大宮ゴルフセンター
カナーレゴルフプラザ流山
上板橋ゴルフ練習場
環七春日橋ゴルフクラブ
関興洗足ゴルフガーデン
騎西グリーンゴルフ
北郷ゴルフセンター
給田ゴルフセンター
黒浜グリーンゴルフ
公和ゴルフセンター
越谷グリーンゴルフ

狛江ゴルフ倶楽部
ゴルフクラブ　ルミナス
（BSゴルフアカデミー）
札幌スポーツアカデミー
湘南グリーンゴルフ
成城ゴルフクラブ
仙川ゴルフ練習場
タイセイゴルフセンタ―
太平ゴルフセンタ―
高山エコジョイ
千歳ゴルフセンター
鶴岡ゴルフガ―デン
天白ゴルフセンター
中台ゴルフセンター
ニキシマスポーツセンター
バーディーゴルフ
パークゴルフ
ハイランドセンター
枚方カントリー倶楽部 ゴルフアベニュー
ファーストゴルフ

富士カントリークラブ
ポートゴルフ エポック
前久保ゴルフセンター
丸子橋ゴルフ練習場
みずえGOLFガーデン
山の手ゴルフセンター
横須賀グリーンゴルフ
芦花パークゴルフ

【法人・団体】
埼玉工業（株）
（社）全日本ゴルフ練習場連盟６支部
世田谷ゴルフ練習場協会
（有）グランド

関西支部でも単独で義援
金活動を実施しました。
この他個人の方からもご支
援頂いております
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事業部 （部長　柴山 忠雄）

Ⅰ 指導競技委員会 （委員長　吉田 智行）

❶第 52 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　平成 23 年 10月14 日（金）小野グランドカントリー
クラブ（兵庫県）にて第 52 回（社）全日本ゴルフ練
習場連盟研修会会員選抜大会を開催しました。3月
に起こった震災の影響があるにもかかわらず、全国よ
り117 名（関東支部 1名、関西支部 111 名、九州支
部 1名、中部地区 4 名）の選手が集まり大会を盛り
上げました。優勝の行方は 2 名の選手がプレーオフ
に縺れ込み、3 番ホールのショートホールで決着し、
川合典弘選手に優勝が決まりました。表彰式では来
賓に PGA 資格認証部の渡邊功副部長、ブリヂスト
ンスポーツ（株）執行役員の北川元洋様にお越しいた
だき、大会実行委員長の吉田智行副理事長から成績
発表が行われ、石井会長より上位 30 名に奨励金が
手渡され、無事表彰式を終えることができました。第
53 回大会は 4月に実施予定です。皆様の参加を心よ
りお待ち申し上げます。

■ジュニアゴルファー登録制度

　ゴルファーの底辺拡大を目的に、ジュニアゴルファー登録制度の普及・整備・充実化を行っており、ジュニアゴルファー
への特典提供に協力して頂ける練習場を募集しております。お申込みつきましては各支部にお問い合わせください。

■ジュニアゴルファー育成サポートセミナー

　平成 23 年 11月29日（火）国立オリンピック記念青少年総合
センターにて第 6 回ジュニアゴルファー育成サポートセミナーを
開催しました。基調講演には吉川隆之氏（財団法人日本ゴルフ協
会）、検定制度導入の活動報告には岡田光史氏（グリーンパーゴ
ルフセンター）を迎え、後半の討論会ではグループに分かれてジュ
ニア育成や経営についての意見交換を行いました。各グループで
討論された内容は JGRA が取りまとめて制度の課題・改善点とし
て今後に役立ててまいります。（基調講演・活動報告はピックアッ
プニュースを参照）

尼崎テクノランド（関西地区）にて

❷「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」
　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」

　平成23年9月30日付けで認定事業場が69場、検定員266名、
準検定員 69 名となりました。本年度も下記内容にて講習会・認
定会を開催致します。検定制度に興味がある方、これから導入を
考えている方をはじめ多くの皆様のご参加をお待ちしております。
お申込みについては事務局までお問い合わせください。

第 20 回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」
日　　時：平成 24 年 2月18日（土）10:00 〜 12:00
会　　場：東京ビッグサイト　会議棟 7F　701号室
主　　催 :（社）全日本ゴルフ練習場連盟

第52 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会結果

順位 氏名 所属
成績

OUT IN GROSS
1 川合 典弘 関西支部 36 35 71
2 棚倉　強 関西支部 34 37 71
3 中埜 雅夫 関西支部 38 34 72
4 永田 吉秀 九州支部 35 37 72
5 守屋 克彦 関西支部 39 34 73
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私は負けるとは思っていませんでしたから凄く悔しかったで
す。今思えば、風がどの方向から来ているのか、打つ番手
はこれで良いのか、などもっと冷静に判断していたら、違っ
た結果になっていたかもしれません。これからは、間の取
り方やルーティーンなどを取り入れた練習、そして状況判
断の勉強などスイング以外のことも必要だと分かりました。
この経験を活かし、今度こそはプレーオフでは負けないよ
うにしたいです。最後になりましたが、いつも御協力して
いただいている関係者、役員の方々このような貴重な体験
と経験をさせていただき本当にありがとうございました。

　まず今年も行われました全日本選抜大会に出場できたこ
と、ならびに入賞出来たことをうれしく思います。ここ小
野グランドカントリークラブは毎年（社）全日本ゴルフ練習
場連盟関西支部で研修会を行っているコースで個人的に
相性が良く、いつも通り平常心で臨めば上位に入れるとい
う思いを大会前から感じていました。朝のハーフは、ショッ
トが安定せず38、午後のハーフで12番、16 番とバー
ディーを取り、迎えた18 番のサードショットが約１メート
ルのバーディーチャンスとなりました。自分でもこれを決
めれば勝てるチャンスがあるかもという思いはありました。
結果少し力が入り左に外れトータル72となり、スコアで
71による優勝のプレーオフに残れず、3位に終わりました。
入賞出来たことをうれしく思う反面、あと少しで優勝とい
う悔しさが残る大会でもありました。この悔しさをバネに
最近では、理想のスイングを身につけるためのドリル的な
練習や、リズムを意識した練習に励んでいます。最後にな
りましたがいつも御協力いただいている大会関係者、コー
ス関係者の方々にこの場を借りてお礼を申し上げます。あ
りがとうございました。

大会を振り返り

3 位／中埜 雅夫選手のコメント

右から棚倉・川合・中埜選手、石井会長

　第52回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜
大会に優勝できてうれしく思います。雨の大会でしたが連
盟役員の方々や、すばらしいコースコンディションを作って
くださいました小野グランドカントリークラブの皆様には大
変感謝しております。
　この日のプレーは選抜大会ということで、いつもの研修
会より少し緊張しました。
　前半は調子が上がらず暫定球を打つ場面やロストボール
になりそうな場面、短いパットが外れる場面がありました。
そのため、後半は自分ができる範囲のプレーと気持ちを切
らさないことを心がけラウンドしたことが良い結果に繋がっ
たと思います。
　私より遅いスタートのプレーヤーには強く激しい雨が降っ
ていました。
　その中でも、すばらしいプレーでホールアウトされた棚倉
選手とプレーオフをすることになりました。一度緩んだ気持
ちを引き締めプレーオフに挑みましたが１ホール目パー５の
ティーショットはうまく打てませんでした。
　それでも普段の自分のプレー内容はティーショットから
パッティングまできれいなゴルフをしているわけではないの
で焦らずいつも通りの気持ちでプレーし、３ホール目で決着
しました。プレーオフの経験は今後の私のプレーに大きな
自信になりました。
　雨の中、プレーオフに同行して下さった競技役員の方々に
も、とても感謝しております。
　研修会は若い会員の方が増えてきましたが、まだまだ負
けないように、またレッスン活動も、さらに経験を積み重
ね日々精進していきたいと思います。
　ありがとうございました。

貴重な経験プレーオフ

優勝／川合 典弘選手のコメント

　ラウンドは、雨の中でもボールをしっかりコントロール
が出来ていてなおかつ距離も出て非常に良い状態でした。
ラウンド後プレーオフと聞いて負ける気はしませんでした。
私は「1ホール目で勝ってやる」というやる気で満ちてい
ました。結果は、１ホールで決着がつかず３ホールまで続
きました。１番、２番はお互いパー。３番はショートホール。
相手は左に外し、グリーンにのせれば有利な場面。辺りは
少し暗くなり雨も降っている状況でした。私はグリーンセ
ンターまでの距離ばかり気にして風の計算を忘れ、手前の
バンカーに入れてしまいました。相手は寄せてパーを取り
私は寄せることが出来ず、ボギーにしてしまい負けました。

全日本選抜大会を終えて

準優勝／棚倉 強選手のコメント
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ピックアップニュース
　平成 23 年 11 月29 日（火）国立オリンピック記念青少年総合センターにて「第 6 回ジュニアゴル
ファー育成サポートセミナー」を開催しました。このセミナーは検定制度を中心としたジュニア育成活動
についての情報交換を目的としており、業界関係者による「基調講演」や「ジュニア育成活動の事例発
表」が行われております。第 6回を迎える今回は、基調講演に吉川隆之氏（財団法人　日本ゴルフ協
会）、そして事例発表には岡田光史氏（グリーンパークゴルフセンター）を招き、未来へ繋がるジュニア
ゴルファーの育成・開拓について語って頂きました。今回は皆様にその内容をご紹介致します。

　私は幸運にも第1回、2 回の日本ジュニア選手権大会に優勝し
た経験があり、社会人になってもゴルフを続けながら、何時かチャ
ンスがあればジュニア育成に携わる事が夢でありました。
　予期せぬ時に JGAよりお声がかかり現在は競技者育成強化本
部の普及部会、発掘育成部会の副部会長としてお手伝いをさせて
頂いております。当部会では「知育・徳育・体育」を基本理念とし
て次世代ジュニアゴルファーの育成と強化拡大を推進して参りまし
た。知育とは学生の本分である学業を疎かにせず常に勤勉で豊か
な知識と思考力を身に付ける事。徳育とは人として高い良識を持っ
て人を敬い、思いやる人格を身に付ける事。体育とはスポーツマン
として健全な身体を持つ事。これらの基本理念のもとに活動を展
開して参りました結果、現在では日本だけではなく世界で活躍する
選手が生まれ育って参りました。JGRAではジュニア育成のツール
としていち早く「ジュニアゴルファー検定制度」を実施されており
技術面に加えてルール・マナー・生活態度などの検定を通じて教
育活動を推進して来られました。過日この検定の講習会にも出席
させて頂きましたが、この制度が幼児や初心者への教育出発点と
して高い評価に値するものだと判断致しました。JGAに於きまし
てもジュニアゴルファーへの育成、強化の為の環境整備と言う同
様の活動を行っており、お互いの活動をコラボレートする事によ
り、更に質、量ともに高いレベルの育成制度が出来上がっていく
のではないかと期待し協力して行かねばならないと判断しておりま
す。具体的にコラボ可能な一つの方法としては「JGAジュニアゴル
フスクール」と「JGRAジュニア検定制度」の連携が考えられます。

毎年全国各地区で同スクールを開催しておりますが受講生のレベ
ルを計る尺度がなく、競い合うという良い意味での競争心の場が
提供されておらず、更にはレベルアップの為の目標を持つ事が出来
ない内容となっています。
　ジュニアゴルファーの技量を計り競争心や向上心、更には継続
して教育課程を歩んで行けるよう「検定制度のジュニアゴルファー
層への導入」は避けて通れないシステムと確信しています。早急
に両者間で検討を始め、JGAジュニアスクールの充実に向けて推
進して参りたいと思っております。
　ジュニアの技量を計る尺度として「取得級 =等級」が、競技へ
のインセンティブやJGA 認定の練習指定ゴルフ場でのラウンド資
格を得る手段とも成り得るよう「検定制度」がもたらす裾野の拡
大は大きな期待が持てるのであります。二つ目として「JGAジュニ
ア会員指定練習場」という施設環境面のコラボであります。1988
年に「JGAジュニア会員制度」の発足後、今から約10年前にこの「指
定練習場」を全国に配置して今日に至っております。しかしながら
ジュニアの同練習場活用の実態や優遇対応などが把握されないま
ま、現在も休止状態であります。そこで今年度から再度新しい基
準に基づいた「同指定練習場」をジュニアゴルファーへの優遇対応、

基調講演
【日本におけるジュニア育成について】

ジュニアゴルファーの育成分野で
ＪＧＲＡとＪＧＡのコラボレーションが実現する！

吉川 隆之
日本ゴルフ協会　財団法人日本ゴルフ協会 競技者育成強化本部
普及部会・発掘育成部会　副部会長
日本オリンピック委員会　強化スタッフ（コーティングスタッフ）
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即ち開放として全国的に認定設定して参ります。
　この指定練習場をJGRAの「ジュニアゴルファー登録制度」と
連携を図り両者のジュニア会員が指定練習場を活用できるよう推
進して参ります。当面は JGRAの加盟練習場は JGRAの支援と
協力により「JGAジュニア会員指定練習場」に開放折衝して頂く
事になり、新年1月度よりJGA・JGRA が開放認定の活動を展開
していく事になっております。具体的な開放内容は JGA・JGRA
の相互のジュニア会員カードの提示により特典が受けられる体制
を構築する計画であります。
　JGAジュニア会員は現時点では16,000 人が会員であり、全
てのジュニアゴルファーがこれ等の特典を受けられるよう両者が
「ジュニアゴルファーの育成」という大きな課題に向かって協力して
いきたいと念願しております。新年度よりJGAでは国内の主要トー
ナメントでの成績をポイントで評価し、選手をランク分けする「指
定強化選手認定制度」が発足します。この上位ランク選手は「JGA
練習指定ゴルフ場」でのラウンドや練習の優遇が受けられる事に
なり、より高いプレー環境が与えられます。今後は 2014 年度の日
本（軽井沢）での開催が決定された世界アマチュア選手権、更に
は 2016 年度にオリンピックが開催され、支援体制や活動の成果
が期待されます。
　私のゴルフ歴は 65 年になりますが「ゴルフをやってきて良かっ
た」と心から思っております。
　ゴルフは自分で採点し、良きも悪しきも全てが自分が責任を負い
ます。またルールを犯す者がいないと言う善意を前提にルールが
作られているスポーツです。「自分に嘘をつくな」を信念として生
きて来れたのもゴルフの教訓があったからこそだと思っております。
これからも我が国のゴルフ普及とジュニア育成活動に精いっぱい
のお手伝いをさせて頂く所存でございます。

　現在、日本の各地において毎週のようにジュニアゴルファー対象のゴルフ大会が開かれております。
　ゴルフはスポーツであり、練習場内でのレッスンだけでは子供たちのモチベーションを上げていくことは難しい現実があります。
ゴルフコースにどれだけいくことができるかをテーマに JGRAジュニアゴルファー育成委員会では、現在行っているジュニアゴル
ファー検定会の次のステップとして、初めてゴルフ大会に参加する子供たちでも参加しやすいゴルフ大会の開催を目標として現在準
備しております。

フューチャーチャレンジジュニアゴルフ大会
開催時期 : 春休み　
開催コース : 東宝調布ゴルフコース　（1460Y　P30）
概要
・	検定級保持者対象の初の大会
・	1日型ゴルフトーナメント
・	18 ホールストロークプレー（9ホール×2）
・	参加者　60 〜 80 名
・	貸切、ショットガンスタート
・	年齢別のクラス構成
・	各組にスコアラー兼進行係1名をつける
・	基本は 4サム
・	低学年ならびにコース初心者はスクランブル方式てプレー

● JGRA（関東支部）関係で開催されているジュニアゴルフ大会

ジュニア育成活動の事例発表
【ジュニアゴルフ大会の開催方法】

「なぜできないのか？これであなたも開催できる！」
ジュニア大会開催を検討している皆様必見です！

　上記、2 つの大会を開催したところ、次の問題点が浮上し様々思案した結果を発表させていただきます。

ステップアップツアージュニアゴルフ大会
開催時期 : 夏休み（今後は定期的に開催予定）　
開催コース : 大宮 CCくれないC　（2700Y　P36）
概要
・	検定級保持者対象
・	半日型ゴルフトーナメント
・	9ホールストロークプレー
・	参加者　23名
・	保持級別のクラス構成（1〜2級  3〜5級  6〜9級  10級）
・	各組にスコアラー兼進行係1名をつける（保護者にも依頼）
・	基本は 3サム（下位級は、2サム）
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問題点 1 プレー時間について

　プレー時間については、ジュニアだけなく、大人も含めてゴルフ界の永遠の課題であります。ゴルフは人に迷惑をかけてはいけな
いという精神の下、「PLAY FAST」が、ゴルフ界の各所で呼びかけられております。
　ただし、ゴルフを始めたばかりのジュニアが、自分でゴルフクラブを運び、選択して打つ、それだけで通常のプレーより時間がか
かることは明白です。そこで、プレー時間を限りなく短縮する方法として次の 2 点が必要だと考えております。

①特別ローカルルールの設定
左記の大会で設定したローカルルールは下記の通りです。

一般ローカルルールのほかに、下記の特別ローカルルールを
設定した。

1. 各ホールの打数制限は10 打とする。（10 打目を打った時点
でそのホールのスコアを10とし、ホールアウトしたものとす
る）

2. 球が打つことが難しい場所（例えば、林の中・急斜面ラフ・
深いバンカーなど）にとまった場合、プレーヤーもしくはス
コアラーの判断で、1打足して、その状態を避ける最も近い
地点にドロップしてプレーできる。

②組み合わせについて
ジュニア大会、特に初心者を対象とする
大会においては、スコアラーもしくは進
行役として1名以上の大人が同行するこ
とが必要です。ただし、その人材を確保
することが難しいのも現実です。そこで、
主催者が用意できる人材以外に、参加
者の保護者に協力して頂く必要がありま
す。その保護者はスコアラーとして慣れ
ていない可能性が高く、その負担を最
小限にするために、2 サムもしくは 3サ
ムの組を担当してもらうことが望ましい
と思います。

問題点 2 プレーディスタンス

　ジュニアゴルファー検定には級別の距離設定があるように、大会においてもレベルに合わせた距離設定が必要です。基本は、パー
4（P4）のホールにおいて2 打で届く距離が基本になるでしょう。一般男子ではP4を470Y以内に設定されることが多いですが、そ
の根拠はコースレート（スクラッチレート）を査定する時の IPポイントが、1打目250Y　2 打目220Yとなっているからです。
　JGRA が対象とするジュニアは、ジュニア検定 1級の取得者でも、18 ホール 90〜100ストロークでプレーするレベルとなってお
ります。そこで、IPポイントの設定を1打目200Y　2 打目　170Yにするのが望ましいと思われます。結果、P4 ホールを250Y〜
350Y で設定し、ティーグランドでその設定がないときは、フェアウェー上に特設ティーを作る必要があります。
　ジュニア検定の下位級が参加する場合は、さらに距離を短くして設定します。
　昨年 9月に行われたステップアップツアーでは、1級〜5 級まではP4 の平均を300Y　6 級以下はP4 の平均を200Y でプレー
しました。

参考までに主な大会のプレー距離は下記の通りです。

●ジュニアワールドゴルフ選手権（サンディエゴ）　　　　　　
・	11〜 12 歳の部
	 5904Y　P72　最長 P4　398Y　平均距離 P4　345Y
・	9 〜 10 歳の部
	 3706Y　P62　最長 P4　310Y　平均距離 P4　280Y

●全国小学生ゴルフ大会（JGA 主催・我孫子ゴルフ倶楽部）　
	 5905Y　P72　平均距離　P4　351Y

●ステップアップツアー　大宮CCくれないC　　　　　　  
・	1〜 2 級・3〜 5 級の部
	 2709Y　P36　平均距離 P4　300Y
・	6 〜 9 級の部
	 1650Y　P36　平均距離 P4　200Y

　なお、4〜7 組目は、スコアラーを保護者に担当して頂きま
した。
　また、スタート時間の設定も9 分間隔で時間通りのスタート
完了になりました。

　ジュニアゴルフ大会を開催するにあたり、最終的には安全管
理が一番必要な部分であると思います。その安全管理をスムー
ズに行うためにも、この事例を参考にして頂ければ幸いです。

　今後も引き続き子供たちが安全に楽しく参加できるジュニア
大会を多く増やしていきたいと思っております。

　その結果、9月に開催したステップアップツアーゴルフ大会
では、下記のような実績が出ました。

　プレー時間（9ホール）
　1組目 3人 　1〜 2 級 1:55
　2 組目 4人 　1〜 2 級・3〜 5 級 2:15
　3、4 組目 3人 　3〜 5 級 2:15
　5 組目 3人 　6 〜 9 級 2:15
　6、7 組目 2 人 　6 〜 9 級 2:15
　8 組目 3人 　10 級 2:20

岡田 光史
グリーンパークゴルフセンター　支配人

（社）全日本ゴルフ練習場連盟　ジュニアゴルファー育成委員会　副委員長
（社）全日本ゴルフ練習場連盟　関東支部　理事

JGRA NEWS 15



JGRA NEWS16



委
員
会
活
動
報
告

Ⅲ 資格認定委員会 （委員長　柴山 忠雄）

　「JGRA プロフェッショナル」資格認定制度は、「ゴルフ業界で働きたい・ゴルフ専門家になりたい」と考えるゴル
ファーの一助となるべく制度の改善及び充実化に努めております。現在の取得者合計は 61名となりました。これか
らも支部・他団体との連携を密にし、全国規模での普及活動を推進しております。尚、制度の詳細については、各
支部にお問い合わせください。

Ⅱ 事業推進委員会 （委員長　横山 雅也）

第 46 回ジャパンゴルフフェア 2012
　平成 24 年 2月17日（金）から19日（日）東京ビッグサイトで第 46 回ジャパンゴルフフェアが開催されます。ゴル
フ練習場関連コーナーからは 20 社の会社が出展し、最新の機器・システムを取りそろえ来場者の方々をお待ちしてお
ります。また当日は JGRA 主催・関連団体との共催によるイベントを開催し、業界関係者や一般来場者が楽しめる企
画を実施する予定です。この機会にご来場し、「ゴルフの楽しさ」に触れてみませんか !

❷第７回優秀経営・管理者＆指導者表彰制度
　ゴルフ練習場で働く優秀なスタッフを表彰し、そこで働く社員の士気を高めることを目的に実施しております「優秀経営・
管理者＆指導者表彰制度」も第７回を迎えることとなりました。皆様が考える経営・指導方法の成功事例や取り組み等を
是非ご紹介ください。
※論文はホームページから読むことができます。　http://www.jgra.or.jp/activity/award.html

優秀経営・管理者＆指導者表彰制度歴代受賞者
 優秀経営管理者 優秀指導者

第 6回
吉川義隆（鴻巣ジャンボゴルフセンター）中西英二（桜宮ゴルフクラブ）
橋本幸治（新御堂ゴルフセンター）  

第 5回  
藤山乾太 （宮城ゴルフガーデン）
浦本清彦 （ヨコハマゴルフフォーエスクラブ）
寺本明寛 （ニッケゴルフ倶楽部京口センター）

第 4回 原　祐ニ （小戸ゴルフセンター） 川村宏治 （札幌スポーツアカデミー）
第 3回 石橋国彦 （城山ゴルフアリーナゼロイン）富永貴子 （セントラルウエルネスクラブ）
第 2回 吉原英敏 （グランドゴルフセンター） 神保芳人 （宮城ゴルフガーデン）
第 1回 北　勝成 （菊水ゴルフクラブ） 植北成美 （名古屋グリーン倶楽部）

JGRA NEWS 17



委
員
会
活
動
報
告

他団体連携活動報告
日本ゴルフサミット会議（ゴルフ関連 17 団体）

1. 次世代コアゴルファー予備軍となる、「20 代、30 代ゴルファーのゴルフに対する意識調査」を実施致しました。
調査結果としては
①	20 代、30 代がゴルフを始めるきっかけは「職場」「友人」「仲間」からの誘いが重要である。
②	ゴルフが楽しいと感じるようになったときのスコアは115で、楽しいと感じるまでに平均 2.7年かかっており、他の趣味・
スポーツと比べ長い。

③	年間10ラウンド以上になるとゴルフに対する意欲や関与度に変化が生じ、それ以下の頻度の層よりもゴルファーとしての
安定継続化が期待できる。

④	安定継続化していく要因の1位は「仲間からの誘い」2 位「上達の実感」であり、「興味の高まり」や「金銭的・時間的余
裕の増加」を上回る。この点から、「ゴルフ仲間づくりのサポート」「上達を実感させるサポート」に、業界をあげて取り組
むことが重要である。

⑤	「ゴルフに掛かる費用」、「ゴルフに求められるマナー」は、一旦ゴルフを始めた層にとって必ずしもゴルファーとしての安定
継続化を阻害する要因とは言えず、ゴルフをしない層がゴルフに対して抱くイメージとは異なる。

以上が導き出されました。この点を踏まえ、下記セミナーにて報告と共に活動方針を発表します。

 2.  「ゴルフ市場活性化セミナー」の開催
テーマ： 彼と彼女がゴルフに夢中になった理由（わけ）
日　時：平成 24 年 2月17日（金）　　13:30 〜15:20
会　場：東京ビッグサイト 会議棟内 6F（607・608 会議室）東京都江東区有明 3-21-1

ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）

　JGRAが構成団体の一員として加盟しており
ます日本ゴルフサミット会議では2011年度、
右記テーマをもとに活動を推進して参りました。

1.ゴルフ界は環境問題に積極的に取り組む 
2.ゴルフ場利用税撤廃運動の継続 
3. 国家公務員倫理規程における「ゴルフ」の削除 
4. 楽しくゴルフをプレーしていただくためのキャンペーン活動の提唱

2011年活動報告
①グリーン・ティー・チャリティー活動の実施
　東日本大震災発生以降、ゴルフ界では、一致団結し支援活動の輪を更に広げていくために、日本ゴルフ界合同・震災復興
支援チャリティープログラム「グリーン・ティー・チャリティー〜日本のゴルフが、日本のチカラに。〜」をスタートさせました。
各団体がそれぞれの立場で被災地の復興に尽力してまいりますので皆様のご支援を宜しくお願い致します。
　各団体の支援活動は日本ゴルフサミット会議のHPをご覧ください。　

▲
http://www.golf-summit.jp/

②ゴルフ界は環境問題に積極的に取り組む
　世界的に緊急の対応が求められている地球温暖化問題。日本ゴルフサミット会議では参加団体がそれぞれ対策の推進に取
り組みました。
③ゴルフ場利用税撤廃運動の継続
　（1）11月　自由民主党税制調査会並びに民主党へ廃止要請書を提出しました。
　（2）12月　総務省地方税課へスポーツゴルフ議員連盟として申し入れをしました。
④国家公務員倫理規程における「ゴルフ」の削除
　6月　自民党、民主党、公明党の 3党政調会長による倫理規
定改正に向けた合意形成のための懇親会を実施しました。
⑤楽しくゴルフをプレーしていただくためのキャンペーン活動の提唱
　サイトの改善をするとともに、グリーン・ティー・チャリティー
の特設サイトを増設し、各団体の取り組みの紹介やグッズ販売
の支援等を実施しました。
⑥ゴルフ新年会の実施
　平成 24 年1月13日（金）ANAインターコンチネンタルホテル
東京にて「2012ゴルフ新年会」を開催しました。JGRAから
は石井信成会長をはじめ役員・会員が多数集まり、新年の挨拶
と共に懇親を深めました。
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私どもの小戸ゴルフセンター
　私どもの会社は、昭和３７年早良炭鉱が閉山になった跡地に

設立された会社で、不動産事業・線材製造加工事業・総合病

院事業・自動車教習所事業・ゴルフセンター事業を経営してい

る会社です。

　小戸ゴルフセンターは福岡市西区の郊外にある施設で開設は

平成元年５月５日です。施設の規模は総敷地面積二万平方メー

トルでクラブハウスの延床面積千五百平方メートルです。１階

３０打席・２階３０打席の合計６０打席で、打席前から９０ヤー

ド付近迄は天然芝で、その先１８０ヤード迄を人工芝で構成し、

ターゲットグリーンを１５・２５ヤードに天然芝を利用して設置、

３５ヤード・５０ヤード・７０ヤード・１００ヤード・１３０ヤードを

人工芝でグリーンを設置、１５０ヤード・１８０ヤードは表示板

を設置し、正面ネット上段に２５０ヤードを表示したコースです。

打席機械は、自動ティアップ機を使用し、営業時間は７：００か

ら２２：００迄で年中無休（１２月３１日・１月１日は休業）営業

内容は入場料金・貸しボール料金で営業しており、２階ではブ

リヂストンゴルフアカデミースクールを開講しております。

　私は同社の自動車教習所に３０年間勤務し、社内の人事異動

で当ゴルフセンターの運営を任され５年目になります。まだま

だ経験不足ですが、私なりの運営方針をつくっております。

　＊人々の「暮らしの活力」を育んでいく。

　＊誰もが気持よく集う。

　＊満ち足りた環境を整える。

　＊毎日をはつらつと軽やかに楽しむ。

　＊地域や人々のライフシーンに歓びという彩りをお届けする。

私の経営方針
支配人　原　裕二
株式会社サワライズ　小戸ゴルフセンター

の事柄を運営方針とし、お客

様のゴルフをスキルアップし

て頂くために、設備などハー

ド面では、中長期計画をた

て施設の改善及び点検整備

を実施し「安全・安心」な施

設づくりをしています。ソフ

ト面では、ゴルフスクールを

開講しております。ゴルフス

クールはスキルアップの早道であるばかりでなく、良きゴルフ仲

間とも出会い、ゴルフのモチベーションを高めて頂けるような

ゴルフスクールを目指しています。

　そのひとつとして、当ゴルフセンターアドバイザー契約の宮本

勝昌プロ来場イベントを毎年開催、２０１１年は８月に開催しま

した。イベント内容はワンポイントレッスン・ワンオンチャレン

ジ・トークショー・サイン会＆写真撮影会など３時間程のイベン

トを実施しました。宮本勝昌プロは来場者にゴルフの歓び・楽

しさを伝え魅了させてくれ、今年も来場者に最高のプレゼント

をして頂きました。

　これからも当ゴルフセンターは、老若男女幅広い年代の方が

長時間楽しめる「生涯スポーツ」としての施設構築とイベント

情報やサービス提供ができ、お互いの貴重な時間を楽しく共

有して頂くよう、お客様の為により良い仕組みに取り組みなが

ら「多くのゴルファーが集える快適空間」を目指し、小戸ゴル

フセンターはリラクゼーションを通じても地域や人々のライフ

シーンに歓びという彩りをお届けしたいと思っております。

■株式会社サワライズ　小戸ゴルフセンター
住所：福岡県福岡市西区小戸2丁目1-25		TEL.092-882-5050

会
員
紹
介
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平成23年度 支部活動報告平成23年度 支部活動報告

支
部
活
動
報
告

関
　
東
　
支
　
部

支部長 石井　信成 事務局長 近藤　泰隆

会員数（平成 24 年 1月1日） 239 場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 79 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 474 名

ホームページアドレス http://www.jgra-k.com/ メールアドレス info@jgra-k.com

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

①研修会事業 :月例競技会を開催各クラス延べ16 回開催。また12/2 には第 3 回学科講習会を開催。
②スポンサーメンバー強化事業 :各月新規加盟会社によるプレゼン会を実施。
③ジュニア育成事業 :ジュニアゴルファー登録事業及びジュニアゴルファー検定事業を強化（夏季に続
き冬季も支部主催による検定会を開催）。

④広報事業：11月会報誌「JGRAKANTO　GOLFENEWS11月号」発行。
⑤事業運営委員会事業：毎月理事会開催、11月代議員会開催、12月16団体等をお呼びした忘年懇親会開催。

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

①研修会事業 : 学科講習会開催 2 回、実技講習会 2 回、月例競技会開催 :各クラス延べ12 回開催。
②スポンサーメンバー強化事業：1/27 プレゼン会開催。
③組織強化事業：2/3 千葉県地区で練習場代表者を含む「スクランブル大会」を開催 ( 意見交換会）。
④ジュニア育成事業 :ジュニアゴルファー登録事業・ジュニアゴルファー検定事業（冬夏季検定会開催）
⑤広報事業：JGRAKANTO　GOLFNEWS発行（3月下旬及び11月上旬）。
⑥事業運営委員会事業：1/27 関東支部新年会、2月ゴルフフェアー支援、毎月理事会開催、6月総会会開催。

東
　
北
　
支
　
部

支部長 柴山　忠雄 事務局長 猪股　美香

会員数（平成 24 年 1月1日） 25 場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 0 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 36 名

ホームページアドレス 制作中 メールアドレス range@miyagigolf.co.jp

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

この度の東日本大震災に際し、各支部及び関係各位よりたくさんの義援金、援助物資、励ましのお言
葉を頂戴致しまして、誠に有難うございました。今後も皆様のご協力を頂き、復興を目指します。
①11月東北支部主催「復興チャリティゴルフ」を開催。連盟本部を始め、石巻市、東松島市、商工会議所、
地元新聞社が後援、ゴルフ用品協会の協力を得て、基金を募り、石巻市及び東松島市に寄付。

②9月、日本ゴルフ用品協会主催「東日本大震災復興支援チャリティ第 45 回ゴルフ祭」を開催。
③東北支部加盟練習場の震災被害を再調査し、被害に応じて見舞金を分配。
④「クラブ診断会」、「ボール講習会」を開催し、研修会の充実を図った。

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

①加盟練習場と連携を深め、ゴルフを通じて復興支援の手助けをする。
②競技会、ゴルフイベント等、東北のゴルフ業界を盛り上げる活動に積極的に参加、後援する。
③「ルール講習会」等、年 2 回の講習会を開催予定。実技だけでなく、座学でも研修会の充実を図り、
研修生を増員させる。震災の影響により、今年度研修会参加を見合わせた研修生に対し、参加の呼
びかけをする。

北
　
海
　
道
　
支
　
部

支部長 太田　博視 事務局長 根田　進

会員数（平成 24 年 1月1日） 26 場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 0 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 8 名

ホームページアドレス http://www.hgra.jp/index.html メールアドレス info@sammygolf.net

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

①指導者養成研修会を「JGRA 北海道研修会」として発足させ、研修会の新規募集を実施し、入会テ
スト、及び月例研修会を開催した。

②「ジュニアゴルファー育成プログラム」の推進にあたり、検定員の資格認定及び施設認定を実施した。
資格認定：13 名　認定施設：9 場

③高齢者対策としてバス送迎ゴルフ会の奨励と協力対象ゴルフ場を開拓し、相互協力を催促した。
④ホームページを現在の会則と組織に適合させ、充実させた。

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

①「JGRA 北海道支部研修会」の周知の強化をし、研修生の応募を促進する。研修生の増強は、研
修会の目的である「ゴルファーの身近に良きアドバイザー」の育成であり、ゴルファーの増加による
練習場の集客に繋がる事業と期待される。

②ジュニアゴルファー検定会を北海道支部と各練習場の主催で開催する。
③加盟練習場と協力対象ゴルフ場の相互利用を促進することにより練習場の集客と連盟の収益に寄与する。
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九
　
州
　
支
　
部

支部長 古賀　正隆 事務局長 稲田  寿夫

会員数（平成 24 年 1月1日） 31場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 0 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 27名

ホームページアドレス http://www.kgra.net/index メールアドレス kgra@lep.bbiq.jp

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

①研修会活動の充実　　研修会を4回（7、8、10、12 月）実施
②景況調査を実施 2 回（1四半期、2 四半期）、今後も四半期毎に実施予定。
③地域ゴルフ協会、ゴルフ関連団体との連携強化。

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

①経営セミナーの開催　2月 8日開催予定。
　テーマは「これからのゴルフ練習場とゴルフスクール成長を求めて」。
②組織の拡大を図り基盤の強化をする。
③研修会活動の充実　チャリティゴルフ会の実施（3月予定）。2 回の研修会を実施予定。
④地域ゴルフ協会、ゴルフ関連団体との連携。
⑤ゴルファーの育成。

中
　
四
　
国
　
支
　
部

支部長 森　茂幸 事務局長 森　茂幸

会員数（平成 24 年 1月1日） 6 場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 0 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 31名

ホームページアドレス 制作中 メールアドレス seishun@arrow.ocn.ne.jp

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

①第1・2 回資格認定プロテスト地区予選会を松山シーサイドカントリークラブで、第 3・4 回を戸山カ
ンツリークラブで、第 5・6 回を鷲羽ゴルフ倶楽部にて開催。今年は残念ながら合格者を出すことは
できなかったが、以前よりも成績が向上している。早く多くのプロが誕生することを期待している。又、
会員の退会が続き、新規の会員募集よりも賛助会員の開拓に力を入れるべき時期と考えられる。

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

①中国地方と懇談をし、復帰に向けた話し合いを積極的に行う。
②新たな会員の開拓勧誘。
③賛助会員の募集。
④資格認定プロテストを5月から実施。

関
　
西
　
支
　
部

支部長 北野　友之 事務局長 高木　晧次

会員数（平成 24 年 1月1日） 96 場 賛助会員数（平成 24 年 1月1日） 16 社

研修生数（平成 24 年 1月1日） 152 名

ホームページアドレス http://www.kgpu.com/index.html メールアドレス kgpu@gaea.ocn.ne.jp

平成 23 年活動報告	
（平成23年7月〜平成23年12月）

①情報の発信 : 毎月月初に情報誌の発送、7月10日連盟報 49 号の発行
② 7月22日第 20 回 KGPUトーナメントの開催
③ 9月13日第 6 回ゴルフ4 団体懇親ゴルフ会の開催
④ 10月25日〜 26日第 3 回 KGPUアマチュアゴルフ選手権の開催
⑤ 11月1日第 21回会員懇親ゴルフ会の開催
⑥ 11月中旬平成 24 年関西ゴルフ練習場連盟の連盟カンレダーを配布
⑦年 9 回の実技研修会の実施

平成 24 年活動計画	
（平成24年1月〜平成24年7月）

① 3月から毎月1回の研修会の開催
②年 2 回の連盟報の発行　（1月10日 50 号報発行済み）
③年 4回の幹部会及び理事会の開催
④ 5月22日（火）年次総会の開催
⑤その他競技会・実技研修会は例年通り実施
等、ほぼ平成 23 年度通りに実施予定（新年度の計画は今後策定予定）

支
部
活
動
報
告
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複眼で未来社会をみつめ、行動を起こすことが練習場経営者に必要な時代の到来

ゴルフ市場「失われた２０年」と
本格化し始めた地殻変動の検証①

　悪夢のような出来事が頻発した２０１１年が幕を閉じ、希望を

託すべき２０１２年が始まった。ゴルフ市場は震災に加え、構造的

地殻変動の影響も強まってきた。練習場業界は如何に生き残り

をかけた新たな対応に取り組むべきか‥‥、今それが問われて

いる。

１．ゴルフ市場の失われた 20年の検証 
　バブル経済崩壊後、政治・経済における不適切な対応が、国

際社会での地盤沈下を促進した時期に、「失われた日本の１０年」

のフレーズがメディアの常套句となっていた。そして現在、「失わ

れた日本の２０年」が登場しているが、ゴルフ市場も同様な状況

が懸念される。そこで１９９２年（バブルの頂点期）の各主要指標

を１００とした場合の、２０００年・２００９年における該当数値を

次表にまとめ、以下分析してみる。

　この表から、ゴルフ市場動向は経済や余暇関連市場と一致せ

ず、また急激に悪化していることがわかる。勿論こうした簡単な

分析で結論を下すことはできないが、少なくとも長期的なゴルフ

市場の縮小は、他動的な環境要因ではなく、供給側の不適切な

対応と、現在のゴルフ形態に魅力を感じない一般生活者の志向

ギャップから生れており、「失われた２０年」の影響が最も顕著に

現れているのがゴルフ市場であると言える。

　近年ゴルフ市場関係者は、バブル期以前とは比較にならない努

力と、真剣な取り組みを展開している。それでも成果が上がらな

い原因はどこにあるのか‥‥。

２．何故ゴルフ市場の地盤沈下が終息しないのか
　供給側のけん命な努力にもかかわらず期待した成果が上がらな

いのは、当然その手法が機能していないからであり、原因は次の

三点に集約される。

①地殻変動によるゴルフのポジションと目的の変化

　ゴルフ市場高成長を演出してきた、経済連動型のシステムが崩

壊し、「男性・アダルト・ビジネス・ステイタス型ゴルフ」が受け入

れられなくなった

②社会環境変化による生活者の支出配分の変化

　可処分所得が減少する中で超高齢化社会が急激に進み、医療・

福祉関連への支出が増大するに伴い、ゴルフ関連支出が減少した

1992 年 2000 年 2009 年
①実質民間消費支出 100.00 108.27 116.69
②勤労者可処分所得 100.00 99.80 90.37
③余暇関連総市場規模 100.00 110.71 90.50
④ゴルフ場市場規模 100.00 76.54 50.99
⑤ゴルフ用品市場規模 100.00 76.82 58.18
⑥ゴルフ練習場市場規模 100.00 64.94 51.30
＊各数値出典 : ① . ② . 総務省統計局、その他はレジャー白書

③供給側の意識と仕組み変革の遅れ

　ゴルフ市場を取り巻く環境変化を十分理解できず、既存の対

応システムの巧緻化に傾注しているため、需要側と供給側の意識

の乖離が拡大している

　こうした三つの原因に複合的且つ最適な対応をしない限り、ゴ

ルフ市場の活性化は不可能である。世界的規模で経済や文化の

グローバル化が急進している現在、日本人の余暇やスポーツに対

する志向も当然多様化しているのである。そのため過去の単眼

的視点により構築した仕組みからの脱却が、唯一最良の解決策

となる。

３．現状打開に必要となる視点と対応
　ゴルフ市場の構造的な問題点と中長期的市場動向は、我々が

これまでに発表した、「ＪＧＡゴルフ２１」と経済産業省の「ゴルフ

市場活性化行動計画検討報告書」で明らかにされ、対応の方向

性も示されているはずである。したがって現在の閉塞状況の打開

に必要となる課題は、関係者が複眼的な視点と思考回路を持ち、

戦略的な取り組みによる新たなビジネスモデルの創造と展開に取

り組むことである。その前提条件として、既存の組織や仕組みの

創造的な破壊と変革が必要となり、それを可能とするのが若い世

代の勇気ある行動である。

　ゴルフ練習場経営の先駆者の皆さんは、欧米先進国と比較し

てゴルフ場立地環境が劣悪な日本を、世界第二位のゴルフ大国に

押し上げるための大きな役割を担ってきた。そして現在、その第

二世代に業界存亡のキャスティングボートが委ねられているので

ある。

　ＪＧＲＡも昨年大幅な組織の再編が実現し、若いパワーが導入

された。しかし単に年齢が若返るだけでは問題は解決しない。

若い人達が、従来の仕組みを変革し、次世代の生活者がゴルフ

に魅力を感じるような新しいシステムを創り上げ、私利私欲を捨

て実現に取り組むことが、重要な課題となるのである。

　次号より所謂「２０１５年問題」についての疑問や、消費税導入

の影響等を踏まえ、ＪＧＲＡが導入すべき戦略的ビジネスモデル

について具体的に説明する。

JGRA	NEWS　Vol.32　特別寄稿
JSMI 日本スポーツマーケット研究所　所長　廣瀬	恒夫

■プロフィール
廣瀬	恒夫
・昭和 18 年　愛知県生まれ
	・（株）スポーツ環境システム社長、（株）ワイズプラネット会長、ＪＧＡジュニア育成委員
会顧問　経済産業省諮問委員　ＰＧＡ学術委員　ＪＧＧＡ講師等を歴任
・現在（社）	全日本ゴルフ練習場連盟、（社）日本ゴルフ場事業協会	各理事
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　全日本ゴルフ練習場連盟の会報「JGRA NEWS 32

号」の発行にあたり、日本ゴルフ協会を代表して御

挨拶申し上げます。

　当協会は、1924（大正 13）年に神戸、根岸、東京、

鳴尾、舞子、程ヶ谷、甲南の 7倶楽部により設立され、

本年創立 88 年を迎えます。当協会は、我が国にお

けるアマチュアゴルフ界を統括し、代表するととも

に、我が国ゴルフ競技規則制定等の最高機関として、

ゴルフの健全な発展と普及を図り、国民体育の向上、

社会・文化の発展並びに国際親善に寄与することを

目的に諸事業に取り組んでおります。

　1900 年に神戸の六甲山上でアーサー・ヘスケス・

グルームによって開かれた日本ゴルフの歴史は、100

余年を経て、国民体育大会の競技となるなど国民ス

ポーツとして広く親しまれるようになりました。性別、

年齢に関わりなく誰もが楽しめるスポーツとして発

展してまいりました我が国のゴルフですが、その発

展には、ゴルフ練習場の多大な寄与がありました。

　他のプレーヤーに迷惑をかけないようにすること

が重んぜられるゴルフでは、ある程度の技量を身に

つけなければコースに出られません。自らの技量を

高めるために研鑽を積む場としても、練習場はゴル

ファーにとってなくてはならない施設であります。

　今後も少子高齢化が進んでいく日本社会にあって、

年齢や性別に関係なく楽しめるゴルフは、国民の健

康増進に寄与することが期待されます。自らの健康

維持のためにもゴルフ練習場を利用するゴルファー

が益々増えていくことでしょう。一方で、男女プロ

ゴルフ界で10 代、20 代の選手が活躍する姿を見て、

ゴルフを始めたいと考えるジュニアも増えています。

当協会では、子供たちがゴルフに最初に出会う場と

してゴルフ練習場が果たす役割は非常に大きなもの

であると認識しており、貴連盟会員の皆様方のジュ

ニア育成事業への更なる取組みに期待しているとこ

ろであります。今後も日本ゴルフ界が発展するため

には、ゴルファーを増やしていくことが必要不可欠

であり、当協会としても貴連盟と協同してジュニア

育成活動に協力していく所存です。

　昨年発生した東日本大震災により、東北、関東地

区のゴルフ練習場も甚大な被害を受けられました。

日本ゴルフ界では、20 団体が一致団結して「震災復

興支援グリーン・ティー・チャリティー」に取り組ん

でおります。貴連盟会員の皆様方には、引き続き御

協力賜りたくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、貴連盟の益々の御発展を祈

念いたします。

財団法人 日本ゴルフ協会
会長　安西 孝之

財団法人	日本ゴルフ協会

ゴルフ関連団体の紹介
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平成23年度JGRA年間行事 予定表（平成23年4月～平成24年3月）
年・月 会 議 年・月 事 業
平成23年
4月

平成23年
4月

19日（火）第51回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　　　　　 （栃木県：那須野ヶ原CC）

5月 10 日（火）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室） 5月

6月

  6 日（月）広報委員会（東京都：JGRA会議室）
  8 日（水）幹部会（東京都：京王プラザホテル）
  8 日（水）第19期通常総会（東京都：京王プラザホテル）
  9 日（木）懇親ゴルフ会（東京都：東京よみうりカントリークラブ）
14日（火）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室）
27 日（月）広報委員会（東京都：JGRA会議室）

6月   8日（水）第6回優秀経営・管理者表彰制度 発表・表彰
　　　　　 （東京都：京王プラザホテル）

7月   8 日（金）広報委員会（東京都：JGRA会議室） 7月
  7日（木）第16回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」（東京都：ハイランドセンター）
会報発行

8月
22 日（月）広報委員会（東京都：JGRA会議室）
22 日（月）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室）
22 日（月）事業推進委員会（東京都：JGRA会議室）

8月   3日（水）第17回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」

9月 20 日（火）広報委員会（東京都：JGRA会議室）
20 日（火）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室） 9月

10月 14 日（金）事業推進委員会（東京都：JGRA会議室）
18 日（火）幹部会・理事会（東京都：神宮前穏田区民会館） 10月

11日（火）第18回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」（東京都 :ハイランドセンター）
14日（金）第52回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　　　　　 （兵庫県：小野グランドCC）
23日（日）第22回ジュニアゴルファー検定会
　　　　　 ブリヂストンオープンゴルフトーナメント（千葉県：袖ヶ浦CC）
30日（日）第19回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」（兵庫県：尼崎テクノランド）

11月 24 日（木）広報委員会（東京都：JGRA会議室）
24 日（木）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室） 11月 29日（火）ジュニアゴルファーサポートセミナー

　　　　　 （東京都：国立オリンピック記念青少年センター）

12月
  5 日（月）広報委員会（東京都：JGRA会議室）
  5 日（月）事業推進委員会（東京都：JGRA会議室）
15 日（木）ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA会議室）

12月 11日（日）第23回ジュニアゴルファー検定会
　　　　　 Hitachi 3tours Championship（千葉県：キングフィールズGC）

平成24年
1月

13 日（金）ゴルフ新年会
　　　　　 （東京都：ANAインターコンチネンタルホテル東京）

平成24年
1月 会報発行予定

2月
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会
事業推進委員会

2月
17日〜19日　第46回ジャパンゴルフフェア2012（東京都：東京ビッグサイト）
17日（金）2012 JGRAゴルフ練習場ビジネスセミナー（東京都：東京ビッグサイト）
18日（土）第20回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　　 「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」（東京都：東京ビッグサイト）

3月 13 日（火）理事会（東京都：神宮前区民会館） 3月

年・月 会議・後援名義・ポスター掲示・人派遣

平成 23 年
4月

第 45 回全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用・ポスター掲示協力》
第11回全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用・ポスター掲示協力》
第17 回全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第17 回全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第 8 回全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第 5 回全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技《男子部門・女子部門》
  2 日（土） ガン撲滅チャリティ2011JGGAゴルフ大試打会（大阪府 : 江坂ゴルフセンター）《名義使用・ポスター掲示協力》
  4 日（月） ゴルフ20 団体合同記者会見（東京都 :ヴェルサール半蔵門）
13日（水） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
23 日（土） ガン撲滅チャリティ2011JGGAゴルフ大試打会（愛知県 : 大江グランドゴルフ）《名義使用・ポスター掲示協力》
26日（火） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）

5月

  5日（木）〜 8日（日） ワールドレディスチャンピオンシップサロンパスカップ（茨城県 : 茨城ゴルフ倶楽部）《ポスター掲示協力》
12日（木） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）
17日（火） JGC 理事会・総会（東京都 : 世界貿易センタービル）
18日（水） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）

6月   7 日（火） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
15 日（金） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）

7月

  1 日（金） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）
17日（金） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）
21日（木） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
29 日（金）〜 31 日（日） サン・クロレラ クラシック《名義使用・ポスター掲示協力》

8月 10 日（水） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）

9月

  7 日（水） JGGAゴルフフェア実行委員会（東京都 : 大広）
  9 日（金） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
13 日（火） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）
23日（金）〜 25 日（日） 第 39 回ミヤギテレビ杯ダンロップ女子オープンゴルフトーナメント《名義使用・ポスター掲示協力》
30日（金） JGC 臨時総会

10月

13 日（木） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）
19日（水） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
23 日（日）〜 25 日（火） 第16 回日本障害者オープンゴルフ選手権（栃木県 : 東の宮カントリークラブ）
31日（月） ゴルフ市場活性化委員会（兵庫県 : 北野クラブ）

11月

10 日（木） JGC 執行委員会（東京都 : 世界貿易センタービルディング）
15日（火） JGGAゴルフフェア実行委員会（東京都 : 大広）
22 日（火） グリーンティーチャリティーワーキンググループ会議（東京都 :JGA会議室）
24 日（木） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）
25 日（金） ゴルフ市場活性化委員会（東京都 :ゴルフダイジェスト社）

12 月
  7 日（水） JGGAゴルフフェア実行委員会（東京都 : 大広）
16 日（金） ゴルフ市場活性化委員会（茨城県 : 茨城ゴルフ倶楽部会議室）
21日（水） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :JGA会議室）

平成 24 年
1 月

13 日（金） 日本ゴルフサミット会議（東京都 :ANAインターコンチネンタルホテル東京）
18日（水） JGGAゴルフフェア実行委員会（東京都 : 大広）

2 月
16 日（木） JGGAゴルフフェア実行委員会

ゴルフ市場活性化委員会
日本ゴルフサミット会議

3 月 ゴルフ市場活性化委員会
日本ゴルフサミット会議
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広告出稿会社　お問い合わせ先リスト

編 集 後 記
　３月の東日本大震災により、私たちゴルフ業界を取り巻く環境は今まで以上に厳しい状況となりました。

　そのような中、私たちゴルフ練習場連盟の役割はゴルフを「始めよう」「楽しもう」「続けよう」をスローガンに新たなゴルファーの

誕生に寄与していくことだと考えております。特集でも触れましたが、ゴルファーの底辺拡大の活動としてJGAとジュニアゴルファー

育成分野にて連携をとることとなりました。これによりジュニアがより身近にゴルフに触れることができ、鍛錬できる場を少しでも広

げていければと考えております。今後日本社会では「少子高齢化」「2015 年問題」等の検討するべき問題を抱えておりますが、団

体の垣根を越えてこの難題に取り組み、ゴルフ業界の活性化に尽力してまいりたいと思います。

詠み人知らず

社団法人全日本ゴルフ練習場連盟　本支部事務局住所録
　 所在地 会長名 事務局 TEL ホームページ

メールアドレス

本部事務局 〒150-0001　東京都渋谷区神宮前6-2-6 原宿あかねビル205号 石井	信成 田坂	陽介 03-3486-0753 http://www.jgra.or.jp/
jgra@gol.com

支　部　名 所在地 会長名 事務局 TEL ホームページ
メールアドレス

北海道支部 〒003-0027　北海道札幌市白石区本通り1丁目北 3-34インドアゴルフサミー内 太田	博視 根田	進（局長） 011-868-6166 http://www.hgra.jp/
info@sammygolf.net

東北支部 〒989-3206　宮城県仙台市青葉区吉成台 2-24-25 宮城ゴルフガーデン内 柴山	忠雄 猪股	美香（局長） 022-278-2035 　
range@miyagigolf.co.jp

関東支部 〒150-0001　東京都渋谷区神宮前 6-2-6 原宿あかねビル205 号 石井	信成 近藤	泰隆（局長） 03-3406-4305 http://www.jgra-k.com/
info@jgra-k.com

関西支部 〒530-0047　大阪府大阪市北区西天満 3-5-1和田伊ビル202 号 北野	友之 高木	晧次（局長） 06-6364-3901 http://www.kgpu.com/
kgpu@gaea.ocn.ne.jp

中四国支部 〒760-0002　香川県高松市茜町 27番 29 号高松青春ゴルフセンター内 森	茂幸 森	茂幸（局長） 087-861-0734 　
seishun@arrow.ocn.ne.jp

九州支部 〒812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前 3-7-3 皐月Ｍ博多306 号 古賀	正隆 稲田	寿夫（局長） 092-414-0606 http://www.kgra.net/index.htm
kgra@lep.bbiq.jp

会社名 担当部署 住所 TEL URL
SRI スポーツ株式会社 お客様専用フリーダイヤル 〒 651-0072　兵庫県神戸市中央区脇浜町 3-6-9 0120-653-045	 http://golf.dunlop.co.jp/
第一ゴルフ工事株式会社 営業部 〒158-0081　東京都世田谷区深沢 7-18-23 03-3702-3136 http://www.d-g-k.com/
喜和産業株式会社 営業部 〒105-0012　東京都港区芝大門 2-7-6　大衛ビル 03-3432-1636 http://www.kiwasangyo.co.jp/

ブリヂストンスポーツ株式会社

[2012 年 2 月12日まで ]
お客様サポート 〒140-0013　東京都品川区南大井 6-22-7　大森ベルポートE 館

0120-116-613 http://www.bs-golf.com/[2012 年 2 月13日から]
お客様コールセンター　 〒105-6127　東京都港区浜松町 2-4-1	世界貿易センタービル

ケーディースポーツ株式会社 営業部 〒164-0012　東京都中野区本町 6-25-3 03-3382-4441 http://www.kdsports.co.jp/
東栄株式会社 プログリーン事業部 〒103-0023　東京都中央区日本橋本町1-2-6　共同ビル本町 03-5205-3272 http://www.progreenjp.com/
株式会社オニット 東京支店 〒157-0096　東京都世田谷区玉川台 1丁目1番地 3-201号 03-5797-5086 http://www.onit.co.jp/
株式会社テラモト スモーキングサイト事業部 〒272-0142　千葉県市川市次真間 1-8-23 047-358-1201 http://www.teramoto.co.jp/
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AACS-T3/T4/T6

ゴルフボール配球設備
縦型コンベア

バケット3個タイプ バケット6個タイプ

アルミニウム アッセンブリ コンベア システム
AACS（ALUMINUM ASSEMBLY CONVEYOR SYSTEM）

アルミニウム アッセンブリ コンベア システム
AACS（ALUMINUM ASSEMBLY CONVEYOR SYSTEM）

ロッテ葛西ゴルフ

１日４００，０００球を打席に届ける機能

ロッテ葛西ゴルフ

１日４００，０００球を打席に届ける機能
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